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■ヨコのカギ 

１ あの人は○○も○○○もせずに、会長を引き受けて

くれた。 

２ 役員は○○○○委員会で選びます。 

３ 今年は「ネズミ」です。 

５ 住民自治組織の名前は、『住民自治○○○○』 

９ 住民のこれが十分反映できる体制づくりが大切。 

10 一か八かの大勝負。ケン○○イッテキ。 

11 ビール、牛乳、一升。これに共通するものは？ 
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昨年の７月から、検討委員のみなさんが悩みに悩

みぬいて協議を重ねた住民自治組織の規約（案）が、

この度、完成いたしました。 

 組織の体制や会議のあり方などが盛り込まれた、

組織のルールとも言えるべきこの規約の内容につ

いては、別添のとおり。 

 また、少しでもみなさんに興味を持っていただこ

うとクロスワードパズルにしてみましたので、規約

を参考にしながら解いてみてください！ 

 なお、規約に対するご意見等がありましたら、地

区の広報委員さんへお申し付けくださいませ。 

毎月 1回の定例会を開催できれば、次のような利点が考えられます。 

 

 ① 一挙に周知、配布及びとりまとめをすることができ、広報区長の負担が大幅に軽減される。 

 ② 佐礼谷地域や各集落の課題を随時協議することができ、意識の統一を図れる。 

 ③ 各団体やイベント等の事項についても区長会の中で協議することで、何度も集まることも

なく効率化が図れる。 

※回答は次号にて掲載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２/３に開催されたふるさとまつり、かなり盛り上がりま

した！ 

15 集落のうち８集落が参加。そして、各種団体、趣味の

グループの参加に菜の花会や SVC（佐礼谷バレーボールク

ラブ）を新たに加えたよそおいには、地域のみなさんの熱い

思いがひしひしと伝わってきました。 

しかし、それは公民館役員さんや広報委員さんなど、「縁

の下の力持ち」があってのこと。 

今回は、特に主事（市役所職員）の役割にスポットを当て

てみましょう 

■企画立案 

 ①運営スケジュールの作成 

 ②準備品の設定及び役割分担 

 ③会場レイアウトの作成 

 

■打合会の開催（役員会・事前打合会） 

 ①ハガキ案内 

 ②資料の作成 

 ③会場設営 

 

■連絡調整 

 ①出演者及び出品者への連絡・確認 

 ②小学校との連携 

 ③音響など舞台設備の業者との交渉 

 ④カメラ係など協力員への依頼 

 

■準備 

①プログラムの作成 

 ②準備物の確認 

 ③設営の指示 

 

■運営 

①会場全体の把握 

②進行における時間調整 

③緊急時の対応 

④その他雑務 

 

■片付け 

 ①片付けの指示 

 ②片付け後の最終確認 

■片付け 

 ①残務整理 

 

■反省 

 ①反省会の実施 

 ②反省事項の取りまとめ 

準備が結構 

大変なんで 

す（＾＾；） 

■主事の仕事は、他にも… 

納涼の夕べ、運動会の段取り 

色々な会合の案内、準備 

老人クラブなど、団体のお手伝い 

             など 

以上のように、ふるさとまつりの舞台裏は、準備から反省までやることが盛りだくさん。 

今は、市役所の仕事の一環として取り組まれていますが、職員の大幅な人員削減により早かれ遅かれ主事はいな

くなってしまいます。 

今後、ふるさとまつりを続けていくためには、住民自治組織の中で、みんなが知恵や力を出し合いながら運営を

していく必要が出てきます。 

 一人では大変な仕事も、負担や責任を分担し、ワイワイ言いながらや

れば、楽しく取り組むことができて、もっともっと素晴らしい催しにな

ると思います。 

 第３３回を迎えたふるさとまつり、その伝統の灯火
ともしび

をみなさんの力で

守っていきましょう！ 


